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学校番号 42 学 校 名 
静岡県立静岡中央高等学校 

通信制の課程 
校 長 名 田中 剛 

 
本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）    
  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

生徒の変
化に対応
した指導
の在り方
の検討 

・単位修得率 50％ 
・新入生（一般生）の１
科目以上単位修得率
60％ 
・必履修科目の修得率
50％ 
・生徒アンケート「レポ
ートの添削指導は丁
寧に行われている」
90％以上 
・生徒アンケート「スク
ーリングは学習を進め
る上で役に立つ」90％
以上 
・３キャンパス合同教科
会議を年間３回程度
実施 
・教育課程検討委員会
を年間３回以上開催 
・新しい RST の運用に
ついて検討を継続 

・単位修得率 44.6％ 
・新入生（一般生）の１科目
以上単位修得率 58.5％ 
・必履修科目の修得率
40.9％ 
・生徒アンケート「レポート
の添削指導は丁寧に行
われている」93.8％以上 
・生徒アンケート「スクーリ
ングは学習を進める上で
役に立つ」91.7％以上 
・３キャンパス合同教科会
議を年間３回程実施し
た。 
・教育課程検討委員会を
年間３回開催した。 
・RSTについて「行きたい
学校づくり」推進事業の取
組の中でレポートや受験
願のデジタル化に伴い検
討した。 

Ｂ 

〇生徒への丁寧な対応が
実践され、校内での適切
な学習環境は提供できて
いる。 
○職員会議や日々の打合
せ（掲示板）において 3
キャンパス間での情報共
有ができている。 
●レポートのデジタル化
に伴い締切日間際に提出
しテスト受験しようとす
る生徒がいる。提出のル
ールを定めると同時にテ
スト実施についてのルー
ル変更が急務である。 
〇●通信制の学びの中で
「主体的・対話的で深い
学び」の実現を目指した
RSTについて更なる研修
や情報共有をする。 

生 徒 の 学
習 環 境 の
向上 

・始業スクーリング及び
特別活動での指示に
より、Classroom への
参加数を増やす 
・「スクーリング通信」
のデジタル配信 
・ICT を活用した学習
支援を拡充 
・ユニバーサルデザイ
ンの視点に基づく報
告課題・補助プリン
ト・掲示物等の改善
を継続 
・学習支援日を計画的
且つ効果的に実施 
・外部機関との連携に
よる学習支援を試行 

・Classroom への入室を
積極的に呼びかけ、昨年
度に比べ入室数は増加
した。 
・「スクーリング通信」を
Classroomで配信した。 
・スクーリングでの ICT
活用が進んだ。オンライ
ンスクーリングを各教
科で実施した。 
・学習支援日は各キャン
パスにおいて内容を充
実させた。 
・外部機関との連携による
学習支援、進路指導を行
った。 

Ａ 

〇定期的に学習支援日を
設け、職員や学習支援員、
ボランティアなどにより
個別指導を行うことがで
きた。 
〇貸出簿を用いて貸出用
chromebookを管理する
とともに、校内での生徒
への貸出が可能な状態を
保つことができた。 
〇新しい取組としてオン
ラインスクーリングを試
行できた。 
●分掌間の連携を強化
し、より効果的な支援方
法を検討する。 
〇●ICTを活用したレポ
ート作成やスクーリング
展開について研究を進め
る。 

生徒の学
力向上に
向けた指
導方法の
改善 

・教員アンケート「生
徒の実態に基づき、
面接指導の改善に取
り組んだ」100％ 
・教員アンケート「生
徒の実態に基づき、
添削課題の改善に取
り組んだ」80％ 
・生徒アンケート「レ
ポートやスクーリン
グの内容がよく理解
できた」70％ 

・教員アンケート「生徒
の実態に基づき、面接指
導の改善に取り組んだ」
100％ 
・教員アンケート「生徒
の実態に基づき、添削課
題の改善に取り組んだ」
97.1％ 
・生徒アンケート「レポ
ートやスクーリングの内
容がよく理解できた」
84.0％ 

Ａ 

〇スクーリングでは生徒
の実態に合わせ、困り感
を把握しながら自学自習
につながるような内容を
心掛けた。 
〇プリント資料や映像、
スライド資料等、視覚的
で具体的な教材を提供で
きた。 
〇レポートには知識を問
うだけでなく自分の考え
や意見を述べ表現できる
ような設問（思判表） 
を取り入れた。 
〇●教科横断型や反転学
習等、新しいスクーリン
グの在り方を模索した
い。 
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イ 

すべての
生徒に充
実した支
援を実施 

・必要な生徒の個別の
指導計画を作成 
・中学校訪問(春)を実
施し、新入学生徒の
情報を収集 
・ICT を活用した情報
共有及び職員会議時
の情報共有を拡充 
・「生徒保健カルテ」
の活用の推進 
・ケース会議(生徒支
援委員会)を適切に
開催 
・SCや SSW等の専門ス
タッフの有効活用及
び外部機関との連携
の推進 

・自立活動を中心に個別
の指導計画を作成した。 
・積極的に中学校との情
報共有を行った。 
・職員会議や日々の打合
せでの情報共有とデータ
管理による情報の一元化
により、キャンパス間で
個々の生徒の状況を共有
した。 
・ケース会議を適切に開
催した。 
・SC、SSW、養護教諭を含
めた情報交換会を定期的
に実施した。 
・生徒の居場所づくりに
ついて外部機関との連携
が進んだ。 

Ａ 

〇家庭での様子や通院歴
等生徒の背景になる情報
について聞き取り、指導
計画に反映させた。 
〇中学校の担当者と情報
交換することができ生徒
支援に活かせた。 
〇外部機関と連携して生
徒の居場所づくりに取り
組めた。 
●非常勤講師との情報共
有、連携が難しい。 
〇●SC、SSWのオンライ
ン予約システムを構築
し、各キャンパスの予約
状況確認やオンラインカ
ウンセリング、SCや SSW
同士の情報共有を可能に
したが、ルールの議論が
必要である。 
〇●健康診断を各キャン
パスで実施できた。次年
度は検査項目が増えるた
め、円滑な運営を目指し
計画していく。 

社 会 の 中
で 自 己 実
現 す る た
め の 支 援
の充実 

・生徒個々の目標達成
や単位修得のために
指導・支援の方法を
研究 
・教員が連携し、生徒
の情報共有を充実 
・生徒アンケート「行
事に積極的に参加し
た」40％以上 
・就職支援員やジョブ
サポートティーチャ
ーの活用 
・外部機関との連携に
よる就労支援・進学支
援 

・生徒アンケート「行事
に積極的に参加した」
37.8％ 
・教員間の連携により生
徒情報共有が充実した。 
・外部機関（東海道シグ
マ、サポステ、事業所等）
と連携し就労支援、進学
支援を行った。 

Ｂ 

〇学校行事の運営につい
て生徒会役員が中心とな
り多くの生徒が主体的に
参画した。 
〇県の事業を活用し、就
労に関しての個別相談を
充実させることができ
た。 
〇生徒の実態や生徒指導
提要の改訂に即した生徒
指導内規について協議で
きた。 
●ジョブサポートティー
チャーの活用を増やす。 
●入学年次からの進路指
導、進路未決定者を外部
機関へつなぐ体制づく
り、手帳所持者やグレイ
ゾーンの生徒への対応
等、進路指導を充実させ
ていく。 

ウ 

ＩＣＴを
活用した
学習指導
や放送教
育の活用
促進 

・ 生 徒 ア ン ケ ー ト
「Classroom を活用
した」50％ 
・教員アンケート「学
習支援(スクーリン
グやレポート )に
Classroom を活用し
た」60％ 

・生徒アンケート
「Classroomを活用し
た」73.5％ 
・教員アンケート「学習
支援(スクーリングやレ
ポート)に Classroomを
活用した」62.9％ 

Ｂ 

〇レポートのデジタル提
出についてロイロノート
や百問繚乱を用いた試行
をすることができた。来
年度は全職員、全科目で
ロイロを活用する。 
〇キャンパス全体連絡ル
ームや進路課ルームによ
り必要な情報をスムーズ
に発信できた。 
〇●ロイロの研修を非常
勤講師を含め行う。 
●ロイロを協働学習のツ
ールとして積極的に活用
していく。 

成 績 処 理
シ ス テ ム
の 円 滑 な
運用 

・運用に関するマニュ
アルの随時更新 ・随時見直しを行った。 Ａ 

〇大きな問題はなく円滑
な運用ができた。 
〇●誤入力を０件にでき
るよう職員への注意喚起
や入力の指示をより適切
に実践する。 

ICT を活用
した校務
効率化 

・生徒登録率 85％（新
入生） 

・教員アンケート「学
習支援以外(生徒連
絡・進路指導・調査
等)に Classroom を

・生徒登録率 91.1％（新
入生） 
・教員アンケート「学習
支援以外(生徒連絡・進路
指 導 ・ 調 査 等 ) に 
Classroom を活用した」

Ｂ 

〇Googleドライブによ
る情報共有が業務効率化
につながった。 
〇●テスト受験願のデジ
タル提出システムを構築
し試行できた。来年度は
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活用した」80％ 77.1％ 提出ルールの再検討をし
改善する。 
〇入試業務における基本
情報入力や科目登録指導
においてアプリの活用を
進めることができた。 
●GoogleClassroom入室
を 100％とし、積極的に
活用する。 

エ 
広 報 活 動
の促進 

・「中央高通信」を年間
４回発行 
・ホームページの定期
的な更新 
・学校案内等の更新と
デジタル配信を試行 
・各キャンパスにおい
て、外部機関等と連
携した合同相談会に
年間１回以上参加 
・各キャンパスにおい
て、中学校訪問（秋）
及び中学校への広報
資料の配信を計画的
に実施 
・各キャンパスにおい
て、入学説明会を年
間３回実施 

・「中央高通信」を年間４
回発行した。 
・ホームページは階層を
整理して定期的に更新し
た。 
・外部機関等と連携した
合同相談会へ、各キャン
パス合わせて計 22 回参
加した。 
・各キャンパスにおいて、
中学校訪問（秋）を新卒
生のいる学校中心に行
った。（計 97校） 
・各キャンパスにおいて、
入学説明会を予定どおり
年間３回（計９回）実施
した。 

Ａ 

〇「中通」では生徒の学
校生活が分かるような記
事となるよう心掛けた。
また、GoogleClassroom
で配信したことで、業務
の効率化、スピード化に
つながった。 
〇ホームページの目的を
改めて定義し、システム
の再設定や投稿記事の整
理に取り組んだことで、
情報を必要とする生徒・
保護者が正しい情報を得
られる環境を整えること
ができた。 
〇外部の説明会に積極的
に参加し本校の学習シス
テムの周知に努めた。 
●サイネージでの情報提
供の見直しをする。 
●SNS（インスタ等）での
広報活動を検討する。 

オ 

教職員の
資質の向
上 

・全教職員が計画的に
研修を実施 
・全教職員による校内
研修を３回以上実施 
・教職員が受けた研修
を他の教職員に伝達
する機会を５回以上
設定 
･チーム研修の参加対
象者を拡大 
・人権教育全体計画に
基づいて年間指導計
画を作成し人権意識
の涵養を推進 

・全体研修を３回実施し
た。（ICT２回、生徒支援
１回 
・毎職員会議でコンプラ
イアンス研修を実施し
た。 
・伝達講習及び県外視察
報告を随時実施した。 
・各キャンパスでの独自
研修を随時実施した。 

Ａ 

〇今年度の研修テーマで
ある「ICT活用」を中心
に、実情に合わせた研修
を行うことができた。 
〇他教科のオンラインス
クーリングを見学したり
ロイロノートでの添削に
ついて意見交換したりと
日常業務の様々な場面が
研修の場となった。 
●研修内容をもっとスピ
ーディに業務に活かすこ
とができるとよかった。 

コ ン プ ラ
イ ア ン ス
遵守 

・交通事故・違反ゼロ
を達成 
・発送時の複数チェッ
クにより誤送事故ゼ
ロを達成 

・交通違反等のコンプラ
イアンス違反はなかっ
た。 

Ｂ 

〇誤送防止のための方策
を考え全職員で実行する
ことができた。 
●非常勤講師への周知と
フォローを徹底する。 

業務の精
選と効率
化 

・各分掌で業務の整理
分担を実施 

・ 教 員 ア ン ケ ー ト
「ICT(Classroom や
Chromebook 等)を活
用したことで業務改
善が進んだ」50％ 
・ICT 活用が「できる」
「ややできる」と答
える教員 90％以上 

・ 教 員 ア ン ケ ー ト
「 ICT(Classroom や
Chromebook 等)を活用し
たことで業務改善が進ん
だ」74.3％ 
・ICT活用が「できる」「や
やできる」と答える教員
74.3％ 

Ｂ 

〇郵送やアンケート集計
等の手間が省けた。 
〇Meet を活用して適宜
会議を設けることができ
た。 
〇受験願が整理しやすく
なった。 
●デジタル化しても紙を
無くさないことで業務改
善につながらないことも
あった。 

生徒の安
心安全確
保のため
の防災意
識の向上
と対策の
充実 

・他校、他課程や、地
域との連携を推進 
・各教科、特別活動に
おいて防災教育を実
施 
・出校記録管理の徹底 

・地域防災訓練へ参加し
た。（地域連携） 
・各キャンパスで特別活
動に合おいて防災訓練を
実施した。 
・出校記録をデジタル管
理した。 

Ｂ 

〇二次元コード読込によ
る出校記録管理を行うこ
とができた。 
〇防災倉庫や備品、各人
の役割を確認することで
具体的なイメージを持て
た。 
●定時制や三島長陵高
校、新居高校との合同防
災訓練を検討したい。 

 


